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イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
と
い
え

ば
、
か
つ
て
は
ボ
ン
ベ
イ
と
呼
ば

れ
た
人
口
１
３
０
０
万
人
の
世
界

屈
指
の
大
都
市
で
す
。
映
画
の
舞

台
は
こ
の
ム
ン
バ
イ
。

　

ム
ン
バ
イ
の
若
者
の
過
去
か
ら

現
在
を
描
き
出
す
こ
の
作
品
に

は
、
笑
い
と
涙
、
夢
と
冒
険
、
ア

ク
シ
ョ
ン
と
ロ
マ
ン
ス
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
基
本
に
な
る
の
は
貧
困
の
な

か
か
ら
テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組
に

正
解
を
出
し
続
け
て
巨
額
の
賞
金

を
勝
ち
取
っ
て
い
く
と
い
う
ス
ト

ー
リ
ー
。
イ
ン
ド
の
テ
レ
ビ
番
組

「
ク
イ
ズ
＄
ミ
リ
オ
ネ
ア
」
に
出

演
し
、
確
実
に
賞
金
を
獲
得
し
て

い
く
、
イ
ン
ド
の
ス
ラ
ム
街
で
育

っ
た
青
年
・
ジ
ャ
マ
ー
ル
で

す
が
、
初
日
の
終
了
後
、
司

会
者
の
密
告
で
不
正
を
疑
わ
れ
て

警
察
に
逮
捕
さ
れ
ま
す
。
貧
民
街

に
育
っ
た
ジ
ャ
マ
ー
ル
に
知
識
が

あ
る
わ
け
が
な
い
と
い
う
わ
け
で

す
。
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
知
識

が
あ
り
、
こ
の
番
組
に
出
演
す
る

に
至
っ
た
の
か
。
警
察
の
尋
問
に

よ
っ
て
、
真
実
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組
「
ク

イ
ズ
＄
ミ
リ
オ
ネ
ア
」
の
難
問
を

つ
ぎ
つ
ぎ
と
突
破
し
て
い
く
ス
リ

ル
と
緊
張
感
に
ゾ
ク
ゾ
ク
し
ま

す
。
最
後
の
関
門
を
前
に
、
テ
レ

ビ
を
見
つ
め
る
多
く
の
イ
ン
ド
の

人
た
ち
の
声
援
が
ジ
ャ
マ
ー
ル
を

後
押
し
し
ま
す
。

　

今
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

の
作
品
賞
を
は
じ
め
、
世

界
の
映
画
賞
を
独
り
占
め

し
た
映
画
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド

資
本
が
、
世
界
屈
指
の
映

画
王
国
イ
ン
ド
を
舞
台
に

撮
っ
た
だ
け
に
お
も
し
ろ

い
映
画
で
す
。
イ
ン
ド
と

い
う
国
の
大
都
市
の
実
態

に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
い
人
に
と
っ
て
は
、
こ

の
映
画
を
通
し
て
理
解
で

き
る
の
も
、
こ
の
映
画
の

魅
力
で
し
ょ
う
。

♡いまも 心に響くいまも 心に響く
　名詩･名歌･名語録　名詩･名歌･名語録

　「雨ニモ負ケズ…」で有名な作家・宮澤賢治（1896～1933）は、故郷の岩手県・花巻で、貧しい農民
たちのために献身的に活動した思想家でもありました。この言葉は彼が記した「農民芸術概論綱要」に
あります。賢治が生きた時代は軍国主義とファシズムが台頭していましたが、彼の作品はヒューマニズ
ムと平和主義にあふれていました。最近では、賢治のエコロジーな生き方や思想も再評価されています。
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（月曜日が休日の場合はその翌日
・年末年始）▶入館料／無料▶お
問い合わせ／電話075-961-3411

なぜスラム街の青年が
クイズ王になれたのか

宮澤　賢治

銀も金も玉も何せむに　　
まされる宝子にしかめやも

山
やまのうえの

上　憶
おく ら

良

世界全体が幸福にならないうちは
個人の幸福はありえない

　

浄
瑠
璃
を
日
本
の
伝
統
芸
能
と
し
て
大
成
さ
せ
た
の

が
竹た
け

本も
と

義ぎ

太だ

夫ゆ
う

で
す
。
１
６
５
１
年
（
慶
安
４
年
）
に

天
王
寺
村
（
現
在
の
天
王
寺
区
茶
臼
山
町
あ
た
り
）
に

生
ま
れ
た
義
太
夫
は
、
子
ど
も
の
時
か
ら
歌
う
こ
と
が

好
き
で
、
歌
に
つ
い
て
も
非
常
に
研
究
熱
心
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
浄
瑠
璃
の
先
生
に
つ
い
て

歌
の
稽
古
を
始
め
ま
し
た
が
、
義
太
夫
は
習
っ
た
歌
を

気
に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
他
の
浄
瑠
璃
は

も
と
よ
り
、
当
時
の
様
々
な
「
歌
い
物
」「
語
り
物
」

を
研
究
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
取
り
入
れ
て
、
関
西

な
ま
り
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
節
ま
わ
し
を
完
成
さ
せ
、「
義

太
夫
節
」
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。
１
６
８
４
年
（
貞
享

元
年
）
に
は
道
頓
堀
に
「
竹
本
座
」
を
設
立
し
て
、
新

派
の
浄
瑠
璃
芝
居
を
上
演
。
近
松
門
左
衛
門
が
座
付
き

の
作
者
と
な
り
、「
曽
根
崎
心
中
」は
庶
民
に
大
絶
賛
で

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
時
は
「
心
中
ブ
ー
ム
」
が
起
こ

り
、
幕
府
が
上
演
を
禁
止
す
る
ほ
ど
の
騒
ぎ
だ
っ
た
そ

う
で
す
。「
曽
根
崎
心
中
」
や
「
冥
土
の
飛
脚
」「
心
中

天
の
網
島
」
な
ど
市し

井せ
い

に
生
き
る
庶
民
の
生
活
や
事
件

を
綴
っ
た
「
世
話
浄
瑠
璃
」
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル

を
切
り
開
き
、
江
戸
時
代
の
芸
能
文
化
の
一
時
代
を
築

い
た
義
太
夫
で
し
た
が
、
晩
年
は
後
進
に
道
を
譲
り
、

１
７
１
４
年
（
正
徳
４
年
）
に
64
歳
で
没
し
ま
し
た
。

義
太
夫
が
生
ま
れ
た
天
王
寺
茶
臼
山
付
近
の
街
角
に
は

生
誕
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
四
天
王
寺
西
門
墓
地
に
あ

る
義
太
夫
の
墓
の
周
り
に
は
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
関
係

者
の
墓
も
並
ん
で
い
ま
す
。
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アンネ・フランク
のバラ

　アンネ・フランクは、ナチスドイツ
によるユダヤ人の迫害から逃れ、隠れ
家で２年間の生活を日記に綴りまし
た。第二次大戦後、アンネの父親が彼

女を偲んで「アンネの形見」と名付け
たバラの新種を「聖イエス会」に寄贈。
その花が世界中に株分けされ、1998年
に生活協同組合おおさかパルコープが
寄贈を受けて、同事務所ビルの前に植
えられました。その横には、ビキニ環
礁で被曝した久保山愛吉さんと妻のす
ずさんが育てて株分けされ、立命館大
学平和ミュージアムから寄贈を受けた
「愛吉・すずのバラ」もあります。

　「美しい銀も金も宝石も、それが何になるというのだ。子ども以上の宝など、この世にあるはずは
ない」と、山上憶良（660年～733年）が万葉集で詠んだ歌。「子等（こども）を思ふ歌一首」の長唄
に続く反歌です。長唄の「瓜食めば、子ども思ほゆ、栗食めば、まして偲ばゆ…」の歌も有名です。
憶良は、人生や社会を詠じた切実な歌を多く残し、それらは「貧窮問答歌」に凝縮されています。

　

島
本
町
は
、
ま
ち
の
中
心
を

西
国
街
道
が
通
り
、
宇
治
川
、

木
津
川
、
桂
川
の
「
淀よ

ど

川が
わ

三さ
ん

川せ
ん

合
流
の
地
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
古
来
か
ら
交
通
の
要
所
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
後
鳥
羽
天

皇
を
祭
る
水
無
瀬
神
宮
が
あ
り

「
百
人
一
首
の
ふ
る
さ
と
」
で

も
あ
り
ま
す
。
南
北
朝
時
代
、

楠
木
正
成
（
楠
公
）
が
息
子
と

「
麗れ

い

天て
ん

館か
ん

」
と
名
付
け
ら
れ
、

正
面
玄
関
に
は
近
衛
文
麿
（
戦

前
の
首
相
）
の
書
で
館
名
が
記

さ
れ
た
額
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

館
に
は「
麗
天
館
」を
中
心
に
近

畿
一
円
の
楠
公
ゆ
か
り
の
地
を

描
い
た
パ
ノ
ラ
マ
図
が
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。
戦
前
は
国
威
発

揚
の
建
物
で
し
た
が
、
今
は
島

本
ゆ
か
り
の
詩
歌
や
考
古
資
料

今
生
の
別
れ
を
し
た
史
跡
・
桜

井
駅
跡
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
新

規
オ
ー
プ
ン
し
た
町
立
歴
史
文

化
資
料
館
の
建
物
は
、
１
９
４

１
年
（
昭
和
16
年
）
に
建
立
さ

れ
た
建
造
物
。
大
阪
財
界
の
重

鎮
で
あ
っ
た
一い
ち

瀬の
せ

粂く
め

吉き
ち

氏
が
楠

公
父
子
に
感
激
し
て
史
跡
桜
井

駅
の
拡
張
に
尽
力
し
、
そ
の
記

念
館
と
し
て
建
て
ま
し
た
。

な
ど
を
紹
介
・
展
示
す
る
、
歴

史
と
文
化
の
趣
を
持
っ
た
館
に

な
っ
て
い
ま
す
。

竹
本
義
太
夫
と
浄
瑠
璃

（大阪市都島区）

（ ）大 阪 市
天王寺区

資料館は、威厳を持った
歴史的な建造物　　　　

「アンネの形見」のバラ

市
井
に
生
き
る
庶
民
の
心
を

と
ら
え
た「
曽
根
崎
心
中
」

百
人
一
首
、楠な

ん

公こ
う

ゆ
か
り
の
地
に

 
建
造
さ
れ
た
記
念
館近くには楠公父子ゆかりの

史跡・桜井駅跡があります

曽根崎心中は浄瑠璃に新ジャンル
を切り開きました　　　　　　　

竹
本
義
太
夫
の
生
誕
碑

「スラムドッグ＄ミリオネア」「スラムドッグ＄ミリオネア」


